




















要約:小児医療の中心施設として設置された国立小児病院の現在の活動は、1 小児病院と

しての医療提供の他、高度先駆的医療の実施・研究・推進、情報の収集・提供、専門医療

技術者の養成、小児医療施設間交流、国際交流に取組み、わが国の小児医療の向上と普及

に先導的役割を果たしており、地域保健・福祉との連携の重要性の認識も高いと考えられ

た。ナショナルセンターの役割としては医療・保健・福祉の関連領域の研究・モデル的実

践の充実、関連機関への情報提供機能の整備、専門技術者の養成協力、地域保健・福祉を

直接支援する小児医療施設ネットワークの構築が重要と考えられる。


